
先生・生徒用の資料を作成し、

Google Classroomで共有

9月に行われるフィールドワーク用資料。

コンソーシアム会議で出た意見を基に、生徒自身が興味

のある分野について学ぶことが出来るよう、ベースとな

る情報を掲載。

生徒が「行きたい・話を聞きたい」と言った企業や場所

にアポ取りを行っていく。

CLASSプロジェクトでの実施内容を生徒・先生に共有するための資

料。

他の学年で何をやっているかって意外と知らないみたいなので作成。

課外活動や地域の情報も掲載して、当別町のことを知ってもらうねら

いも。
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3.主な取組みの成果 (高校側）

1・2年生の生徒にアンケート（全16問）を実施

カリキュラムの実施が多かった1年生と、実施数が少ない2年生を比較。（以下、例）

・あなたは当別高校に入学して良かったと思いますか？

1年生：良かった 74.6％

2年生：良かった 33.3％

・当別町に魅力を感じますか？

1年生：感じる・少し感じる 79.7％

2年生：感じる・少し感じる 51.8％

※ 特に「この高校に来て良かった」と思ってもらいたい先生方のCLASSプロジェクトに対するモチベーションに。

※ 但し、学年の違いもあり一概には言えないため、定期的に同設問で生徒の意識調査を行っていく。
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3.主な取組みの成果 (地域側） 町内企業にアンケートを実施

課題）当別高校生の約半数が就職、半数が進学する中、町内企業への就職者

はほとんどいないのが現状。

（当別の企業からの求人も少ないということは、双方向に繋がっていないのでは･･･？）

そこで、町内企業にアンケート実施。（以下、例）

・今後、当別高校卒業生を採用したいとお考えですか？（回答企業数 36）

はい：21企業 いいえ：15企業

11

今後、他の業界の事業者にもアンケートを実施予定。

来年度には、当別町内で合同企業説明会・インターンなどを行う。

➡ 町内就職希望者が出るとCLASSプロジェクトの目標にも繋がる。



3.課題

• 「総合的な探究の時間」だけでは、充分

な授業時間が不足しているため、他授業

との横断的な体制づくりが必要。

→ 各先生方の理解と協力が必要。

• 地域への情報発信が足りていない。

→ 一方で「開かれた教育」と「生徒の安全」ための

基準やルール策定が必要。
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